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脳卒中後遺症などにより歩行時の体幹の動
きが左右非対称性になることが多々あります。
歩行時の動きを詳細に調べるには三次元動作
解析装置という大がかりなシステムが必要で
した。しかし、加速度計を腰部に装着して歩
行し、得られた上下と左右の加速度から
Lissajous Figureという図を描き、かつ、
Lissajous Indexという指標を算出することで、
体幹の左右非対称性を評価することができま
す。この方法は三次元動作解析装置よりも簡
便であるため、汎用性の高い評価方法である
と考えています。また、Lissajous Figureを
見ることで視覚的に左右非対称性を捉えやす
く評価のフィードバックにも使用することが
できます。本研究では、脳卒中患者を対象に
Lissajous Indexで明らかになる左右非対称性
を改善する方法を検討しています。

リハビリテーション科学

加速度計を使用した歩行評価を行い、歩行
不安定性の早期発見や不安定性に対する身
体機能の影響の検証を実施できる。

加速度計を使用した歩行評価ツールの作成
の協力、歩行安定性の評価の協力


